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令和２年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会、総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖すみよいくらしをつくる〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能勢町立能勢小学校








≪学習のねらい≫


　・ごみの処理や無駄なく使う工夫や事業が計画的に進められ、地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを理解する。


　・ごみの処理や無駄なく使う工夫や事業を生活と関連づけて考え、自分たちにできることを発表する。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　８月　～　９月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会�
事前学習


「自分たちの町のごみ処理対策について知ろう」


・家庭で出るごみを調べる。


・ごみ処理が抱える問題を知り、教科書掲載の宇都宮市のごみ処理の工夫について考える。


・能勢町のごみの量の移り変わりを調べ、全国・大阪府・宇都宮市・能勢町の一人あたりのごみの量を比較する。


・能勢町・豊能町・岬町のごみの分別一覧表の比較をもとにして、能勢町のごみが少ない理由を考える。�
■自分の家庭から出るごみを導入で調べることで、ごみ問題を身近に感じさせるところから始める。


■国内および国外におけるごみ問題にかかる写真を最初に見せることで、興味をひきつける。


■ごみの分別一覧表を手掛かりに同じところ、違うところを見つけ、能勢町の特色を見つけさせる。�
�
２


総合�
実体験


「クリーンセンターに見学に行こう！」


・学校のごみ置き場の様子を調べる。


・国崎クリーンセンターに見学へ行き、ごみ処理の仕方やそこで働く方の努力や工夫について調べる。


・国崎クリーンセンターで学んだことをまとめる。�
■学校のごみ置き場の様子を確認させることでクリーンセンターへの興味につなげる。


■国崎クリーンセンターで働かれている方のお話を聞くことで、その努力や工夫に気づかせる。�
�
３


総合�
まとめ


「学びを広めよう！」


・自分にできることを考えながら、これまで学んできたことを壁新聞にまとめる。


・壁新聞の交流を通して、住んでいる地域の理解を深める。�
■学んできたことを壁新聞にまとめ、交流する。その際、友だちのアドバイスを受け、新たな視点も取り入れやすいようにする。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


・国崎リーンセンター


≪成果≫


　・自分の家庭のごみ調べから入ることで、より身近な問題として考えることができた。また、能勢町で使用しているごみシールを見せたり、能勢町のごみ処理に関するホームページの『ジュースの皮でリジュース』などの取り組みを紹介したりすることで、単元を通して興味をもって学習に取り組むことができた。また、ごみ処理場見学の前に予習を行っていたことで、当日も様々な質問を施設の方に聞くことができていた。












